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はじめに

　まず、図1の絵をみてみよう。われわれにと

って異様ともいえる装束を身に纏い、十字架を

担った仲間の前後を粛々と歩む一団。この絵は、

1870年に挿絵入新聞『イリュストラシオン』
　　　　　　　　　　　　　ペニタンロブラン
に掲載されたル・ピュイ（1）の白色痛悔者による

聖木曜日の祭礼行列（2）を描いたものである。19
　　　　　　　　　　ペニ　タ　ン
世紀後半ともなると、痛悔者のコンフレリーは
　　　フォハクロア
すでに古俗の世界に属しつつあった。脆き、

は間違いなく人々の社会的結合関係の要のひと

つだった。カトリック信者の信仰の絆となった

だけでなく、その社会的役割もはなはだ重要だ
　　　　　　　　　　アンシャンレシハム
つた。コンフレリーは旧体制期の民衆の生と

死にもっとも深くかかわった俗人の団体（アソ

シアシオン）だったのである。

　本稿は、旧体制期の信仰と慈善のあり様を紹

介しようとするものである。20世紀後半、ア

ナール学派を中心とする社会史・心性史研究は

宗教史の分野でも次々と新たな知見をもたらし

　　　　　図1ル・ピュイの白色痛悔者による聖木曜日の行列（1870年）

出典：G．Cholvyetals．，加加ng麗400θ11θRo㍑ssillon．Civilisα1ionsρopμ10舵sr4gionα1εs（LeCoteau），p．465．

祈りを捧げる子どもや女性の姿が描かれてはい

るとはいえ、どちらかといえばもの珍しげにの

ぞき込んでいる人々が多いようである。しかし

大革命以前のフランスにおいて、コンフレリー

た。就中、モーリス・アギュロンの著作『革命

前のプロヴァンスにおける痛悔者とフリーメー

ンンー南仏的ソシアビリテに関する試論一』

（1968年）は、ソシアビリテ（社会的結合関
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係）という概念を用いて、旧体制期の南フラン

スの人々が結び合った濃密な絆、宗教的共同性

を見事に描き出した（3）。以下では、アギュロン

の研究を主に参照しながら、とくにコンフレリ
　　　　シヤリテ
ーによる慈善の側面に着目してみたい（4）。

1．コンフレリーの宗教的目的

　まずは、コンフレリーconfr6rie（英語では

confratemity）の宗教的目的についてふれておこ

う。わが国ではr信心会」やr兄弟団」の訳語
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フレハルが当てられることが多いが、信心（敬虔）と兄弟

＝同胞のごとき共同性のいずれもこの団体の核

心的な特徴を表している（5）。宗教社会学者ルー

ブラによれば、「キリスト教的コンフレリーの

基本原理は、霊的な相互扶助である」とされる。

つまり、「祈りと犠牲を共にする」ことによっ
　　　　　　　　たす
て、贖罪を相互に扶けあうことにあった（6）。そ

して、教会法に基づく聖務、守護聖人に対する

信仰、さまざまな儀式が会員の共同性を生み出

した。さらに、貧民救済などの慈善事業、会員

の相互扶助は、宗教的な意味をもちながら、社

会的にも重要な役割を果たした。

　これら信心pi6t6と慈善charit6というコンフ

レリー本来の目的とならんで、アギュロンの研

究以来注目されるようになったのは、コンフレ

リーが会員にとって格別の社交の場となってい

た点である。この点は、団体の目的というより

も、会員の参加の動機を考える上で軽視できな

い要素である。とくにさまざまな儀式に伴い催
　　　アガペ
される会食は、会員どうしが絆を結び合い、確

かめ合う場となった。そこには、コンフレリー

の有した、俗人の自発性に基づくアソシアシオ

ンassociationとしての性格が現れやすかった。

このような自律性は一方で、享楽や漬神行為な

ど宗教的目的からの逸脱にもつながりかねなか

った。

　また、若者組や自警団などの世俗の団体の機

能をあわせもつコンフレリーの場合、宗教的な

祭礼は、コミューン、つまり都市や村の自治的

共同体にとって住民全体の一体性を強める役割
　　　　　　　　　　　　プロファハヌ
を果たしたが、ともすると世俗的、さらには
フォノレクロリック

土俗的な色彩すら帯びてしまうこともあっ
た。このように、コンフレリーの社会的結合関

係がもたらす「逸脱的な俗化」の傾向は、聖職

者の警戒心を呼び起こすことにもなった（7）。

2．コンフレリーの種類

　以上のとおり、宗教的な目的の概括的な特徴

を押さえたうえで、つぎにコンフレリーの種類

と個別的目的についてみてみよう。コンフレリ

ーは、フランスをはじめカトリック諸国に広く

見られ、時代や地域によって、その存在形態は

きわめて多様であった。ここで扱うのは、18

世紀の南仏プロヴァンス地方のコンフレリーを

中心とするフランスの事例であり、決して網羅

的な紹介ではない。

　アギュロンが南仏プロヴァンス地方のコンフ

レリーを分析する際に用いた分類は、つぎのと

おりである。

○制度型コンフレリー

　　・教区コンフレリー

　　・若者組、自警団

○アソシアシオン型コンフレリー

　　・同業コンフレリー

　　・痛権者のコンフレリー

1）制度型コンフレリーconfr6ries－institutions

　制度型コンフレリーは、都市や村落などコミ

ューンの自治組織、あるいはカトリック教会の

小教区に、制度の一環として組み込まれたタイ

プを指す。アギュロンは、小教区の宗教施設、

具体的には教会、施療院h6pital、コミューンの

守護聖人の礼拝堂の維持、管理をおこなったコ

ンフレリーを「教区コンフレリー」として分類

している。たとえば聖体コンフレリーconfr6rie

du　Saint－Sacrementは、教区教会の主祭壇の管理

を主要な任務としていた（8）。建物そのものの管

理はコミューンに任せられたので、聖体コンフ

レリーは祭壇を飾り立て、ロウソクの燈明を絶

やさぬようにした。会員数に制限はなかったも

のの、総代頭、副総代などの役職を占め、運営

を担ったのは、コミューンの名望家（官職保有

者や弁護士などのブルジョワ）たちだった。彼

らはたいていコミューンの首長、参事会員を退

いたあとで総代となった（9）。聖体コンフレリー

が市参事会や村会などコミューン自治組織との

密接な連携のもとに貧民救済をおこなえたの

も、有力な市民、村民を介して双方の組織が連

結されていたが故にだった。施療院経営など貧

民救済にもっとも熱心にとりくんだ聖霊コンフ

レリーconfrerie　du　SainトEspritにも同様の指摘が

あてはまるが、これについては後述する。
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　それぞれのコミューンにはまた、土地の守護

聖人の名を冠したコンフレリーもあった。聖バ

ルテルミー、聖エルマンテール等々の、土地の

伝承や産業と結びついた守護聖人だけでなく、
ノ　トルダハム
聖母マリアや聖ヨハネなどより一般的な守護聖

人も崇敬の対象とされた（lo）。この種のコンフレ

リーは、コミューンの守護聖人の礼拝堂を管理

し、守護聖人祭を組織した。守護聖人祭の中心

的儀式は、しばしば郊外に建立されていた礼拝

堂までの祭礼行列とミサだった。儀式後の娯楽

競技やダンスを企画して得られた収入は礼拝堂

の維持費に充てられた。農村では、守護聖人祭

にあわせ市が催されることも多く、まさに村人

たちにとって不可欠な交流の場ともなってい

た。会員の顔ぶれは、他の教区コンフレリーと

重なる例が多かったようである。つまり、コミ

ューンの有力者、顔役たちだった。

　また、守護聖人のコンフレリーとの境界があ
　　　　　　　　　　ジュネス　　　　　ゲ
いまいな団体として、若者組と自警団があげら

れる。実のところ大半のコミューンは、コンフ

レリーの有無に関わらず、守護聖人祭の実施を

若者組に委ねていた。アギュロンがあげている
　　　　　　　　　　　　　　　カヒァ　ヌ
ー一 痰ﾅは、元市長だった貴族を隊長とし、
アベほド　ジュネス　　　　　　　　　　　　　　アンセハニュ
若衆修道院長にブルジョワの息子、旗　手、副

旗手の役職に手工業者や農民の息子が就いてい

た。彼らによって統率された若者集団が守護聖

人祭などのコミューンの祭りを実施したのであ

る。さらに、守護聖人祭の行列の中に、マスカ

ット銃などで武装した自警団が加わり、ときに

一斉射撃の轟音を響き渡らせることがあった。

18世紀には、すで導糞章程と自警団が融合し

ていることが多く、銃士行列として祭りに参加

し、活気をあたえていた（11）。

　以上のように、制度型コンフレリーは、地元

の名望家が主導権を握っていたこと、コミュー

ン行政の下部組織的な性格をもっていたこと、

教区教会の祭壇やコミューン守護聖人の礼拝堂

の維持・管理、守護聖人祭の挙行など当時にあ

っては公共的といえる事業に関与したことなど

が共通点としてあげられる。

2）アソシアシオン型コンフレリー

confr6ries－associations

　アソシアシオン型コンフレリーとしては、同

業コンフレリーconfr6riesprofessionne”es，

confr6ries　de　m6tierと痛悔者のコンフレリー

confr6ries　de　p6nitentsがあげられる。制度型のよ

うなコミューン行政や教区との密接な関係はな

く、何らかの公共的な事業を主要な目的として

はいない。むしろ、会員相互の物的、霊的救済

を主目的として、会員の自発的意思に基づいて

組織されていた。会員は一部の階層に限られず、

下層の職人や農民、労働者も含んだので、人数

も比較的多くなった（12）。

　同業コンフレリー全般に共通する点をあげ

て、その概容をつかんでおく。教区教会の内部

に、あるいは独立した礼拝堂を保持し、そこで

守護聖人に祈りを捧げ、ミサをあげるだけでな

く、集会や会食もおこなった。会則が設けられ、

総代の選出や会費の徴収などが定められた。会

員の中から選出された数名の総代は、徴収した

会費を財源にして、礼拝堂の装飾やロウソクの

補給をおこなったり、ミサの謝礼を支払ったり

した。日曜日や祝祭日の休業、ミサ、祭礼、行

列への出席なども定められ、会費未納などの違

反者には献金＝罰金が課せられた。他方で、困

窮したり、病気になったりした会員の救済、葬

儀費用の負担などの相互扶助も重視されてい
た。

　いくつか例をあげてみよう。グラスという商

工業の盛んな都市では、18世紀前半に武具、

馬具、蹄鉄業者が聖エロワ、香水、手袋業者が

聖ジョゼフ、毛織物業者や梳毛工が聖バルテル

ミー、皮鞣し業者が聖ブレーズを守護聖人とす

るコンフレリーを相次いで設立した。農村では、

聖エルマンテール、聖シルヴェストルを守護聖

人とする農民のコンフレリーが設立されたほ

か、聖エロワコンフレリーも多く見られた。聖

エロワは、元々金属に関連する職業、金細工師

や鍛冶屋、蹄鉄工などの守護聖人だったが、18

世紀には農村民の間でもっとも人気のある守護

聖人となっていた（13）。また、漁村や港町では、

しばしば港と海の彼方を見晴らす小高い丘に見

守りの聖母Notre－Dame　de　la　Gardeの礼拝堂が建

てられ、船乗りや漁師、沖仲仕らの信仰を集め

た。海の男たちには、聖エルムに対する崇敬も

広くみられた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　コルポラシオン
　総代職を「サンディックsyndic」（同業組合

の代表）と呼んだ同業コンフレリーがあったよ

うに、とくに都市では同業組合的性格を強く帯

びる傾向がみられた。また市参事会側でも同業
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コンフレリーを職業団体の一種として扱うこと

があった。グラスの皮鞣し業者の聖ブレーズコ

ンフレリーが、国家による課税やコミューン当

局による用水規制に対して訴訟を起こしたよう

に、職業利益の擁護のために闘ったコンフレリ

ーの例もあった（14）。

　職業代表という公的役割を果たすこともあっ

た同業コンフレリーに対して、痛権者のコンフ

レリーは個人の自発性に基づくアソシアシオン

として際だった存在だった。16世紀から17世

紀にかけて、宗教戦争とカトリック改革（対抗

宗教改革）の時代にもっとも多く設立されたこ

の種のコンフレリーは、カトリック信仰への帰

依を強めようとした信者と聖職者双方の意志を

反映して広まったとされる。

　痛権者のコンフレリーについては、18世紀の

著名な法学者デュランードーマイヤーヌの『教会

法辞典』（1761年）に簡にして要を得た解説が

あるので、まずはそれを参照しよう。

　「ここで、この〔痛悔者という〕言葉は、王

国の南部諸州でコンフレリーを成す平信者たち

のことを意味する。コンフレリーとして、自分

たちの礼拝堂で聖務のために歌い、死者を屍衣

に包んで埋葬し、病人を介護し、神を称える祭

礼行列をおこなうなど、一定の信心と慈善の務

めを果たすのである。彼ら痛権者は、白色、青

色、黒色、紫色、灰色、赤色などコンフレリー

ごとに決まった色の粗末な長衣を身に纏う。コ

ンフレリーの数は、都市の住民の数によって異
なる（15）。」

　赤や紫などの派手な色はイタリアやアヴィニ

ヨン（教皇領）で見られたものの、フランスで

は白色が多く，、黒、灰色がそれに次いで多かっ

た（16）。同一色の長衣、目の位置二箇所だけ穴の

空いた頭巾、長い杖、このような出で立ちだけ

で十分人目を引いたに違いないが、われわれは

その特異な外観以上に、痛悔者のコンフレリー

の活動内容に注目しなくてはならない。r信心

と慈善の務め」のうち、まず信心の部分に関し

て、会則に一般的にみられた宗教的義務はおお

よそ次のとおりだった。日曜日の聖務（朝課、

ミサ、晩課）、死者のための祈り、聖週間の祈

り、祭礼行列への参加、葬儀への参加、年間少

なくとも14回の告解と聖体拝領。こうした義

務の大半は、コンフレリーの礼拝堂でおこなわ

れた。信仰の拠点であった礼拝堂には、聖遺物

が安置されたり、祭壇に聖体が顕示されたりし
た。

　礼拝堂は、会鼻のさまざまな信仰実践の場で

あるのみならず、会食を通して親睦を深め合う

社交の場でもあった。礼拝堂の務めに熱心な一

方で、教区教会の日曜ミサを欠席する会員もい

れば、会食の際に漬神的な冗談が飛び交うこと

もあった。コンフレリーによってカトリック信

仰の地盤が固まるのは望ましいものの、ときに

教会のコントロールからはずれ、信仰を逸脱し

かねない面もあり、司教や司祭にとって煩わし

い存在でもあった。

　会員は16、17世紀の設立当初は貴族やブルジ

ョワがほとんどだったが、徐々により下層の手

工業者や農民も加入するようになった。また、

同業コンフレリーのように特定の業者のみによ

って構成されていたのではない。この開かれた

傾向は、すべての会員が同じ粗衣を身に纏う点

や、秘密投票による役員選出など、痛権者のコ

ンフレリーが平等主義的性格を有していたこと

によって促されと考えられる。1655年に200

人以上の会員を誇ったドラギニャンの白色コン

フレリーをはじめ、都市では数百の会員数も珍

しくなかったようである。

　しかし、痛悔者のコンフレリーの最大の特徴

は、何と言ってもその独特な慈善事業にあり、

「痛権者のイメージは、死とほとんど切り離せ

ないものだった（17）。」この点は、節を改めて論

じよう。

3．コンフレリーによる慈善

　コンフレリーにとって慈善事業が重要な意味

をもっていたことは、行論のなかで幾度かふれ

てきた。同業コンフレリーの相互扶助について

も言及したが、本節では、コンフレリーの会員

以外の者をも救済の対象にしたという意味で多

少とも公的な性格を有した慈善事業を主にとり

あげる。

1）教区コンフレリー

　旧体制期のプロヴァンスではほとんどの小教

区に施療院が設けられていた。このような施設

は未だ病人の治療に専門化していたのではな

く、失業者、乞食、捨て子や老人など生活に窮

した貧民全般を救済していた。16、17世紀に
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は、教区コンフレリーのなかでもとくに聖霊コ

ンラレリーが施療院経営に熱心だった。18世

紀になると、シャリテ（慈善）、ミゼリコルド

（憐れみ）、あるいは聖ジャック（聖ヤコブ）

という名をつけられたカンフレリーが新たに施

療院を設立するようになった。先述のとおり、

これら慈善事業を主たる目的とした教区コンフ

レリーはコミューン行政との密接な関係下にあ

った。つまり、事業の運営にあたったのは、市

参事会などの自治組織の任期を終えた有力者た

ちである場合が多かった。

　アギュロンは、限られた事例から確かなこと

は言えないとしながらも、教区コンフレリーが

しだいにコミューン行政の一環を成す慈善事務

所に転換していく可能性を示唆している。この

点に関連して、港町ツーロンのr慈悲の業
1℃Euvre　de　Ia　Merci」の例をみておこう。この事

業はコンフレリーによるものではないが、修道

士が施しを集めて回り、それを基金にして、海

上で異教徒に捕らえられた住民の身代金を支払

っていた。しかし18世紀には、街頭のより切

迫した貧困の救済を優先する世俗の慈善事業が

現れた。そして慈悲の業と競合しながら、慈善

事務所が設立され、施療院と礼拝堂が建てられ

た。こうして、ツーロン市民の慈善の対象が変

わってしまった。しかも遭難者に対しては、私

的企業として海上保険が発展し、救済措置を講

じるようになったのである。これらの事実は、

公共の福利に係わる諸事業の非宗教化、ひいて

は社会の脱キリスト教化というよりスケールの

大きな議論にもつながるだろう（18）。

2）痛悔者のコンフレリー

　痛悔者のコンフレリーの慈善事業は、大きく

3種類に分けられる。まず、囚人への衣類、食

糧の提供である。そして死刑囚の場合には、処

刑に立ち会い、埋葬までおこなった。つぎに、

貧民への喜捨や施療院への寄付。自ら施療院を

経営する例もあった。さらには、地域の実情に

応じた活動もみられた。先にふれたツーロンの

事例に関連して、当地の白色コンフレリーは、

異教徒から買い戻された他地方の船乗りの道行

を助けたり、遭難者の妻子に手当を支給したり

した。

　それにしても何故、痛権者のコンフレリーに

　「死のイメージ」がっきまとったのだろうか。

他のコンフレリーのなかにも、会員の葬儀への

参加や金銭的援助を規定しているものはあっ

た。だが、慈善事業の一環として、死刑囚や行

き倒れ、身寄りのない者の埋葬まで引き受けて

いたのは、痛悔者のコンフレリーだけだった。

しかも、そのような活動の重要な資金源のひと

つが、金持ちの葬儀に参列して受け取る謝礼金

だったのである。

　旧体制期のプロヴァンス地方の葬儀では、痛

悔者のコンフレリーは欠かせない存在だったと

いってよいであろう。亡骸を屍衣に包むことか

らはじまり（19）、棺桶の担ぎ手とその前後の守り

手という葬列の中心的な役どころを占め、墓地

への埋葬までおこなった。宗教史家によってバ

ロック的敬虔と呼ばれるように、16、17世紀

の南欧を中心に信仰の篤さを視覚的に強調する

風潮が強まった。そして貴族やブルジョワたち

が、葬列の荘厳さを競い合った際、痛悔者のコ

ンフレリーの一団を加えることで抜群の演出効

果が得られたのである。都市では、白色、黒色

などの複数のコンフレリーがときに葬列のなか

の順位をめぐって争うことすらあった（棺桶の

担ぎ手とその後ろがもっとも名誉ある位置とさ
れた。）。

　むろん、そのような金持ちの葬儀の演出が本

来の目的だったわけではない。棺桶代も払えぬ

貧しい人々の亡骸は白い布をかぶせて担架で運

んだ。ペストなど流行病が猖獗をきわめた際に

は、相当なリスクをともなう作業でもあったの

である。ほぼ全身を覆う独特の装束は、あるい

は死体との接触をさける工夫だったともいわれ
ている（20）。

　痛悔者のコンフレリーによる葬礼の奉仕はい

わば公共的な事業として住民の間に根づいてい

たようである。だからこそ、革命期に1792年

8月18目の法令によってコンフレリーが廃止さ

れた後、その復活を望む世論が高まった。ナポ

レオン支配期以降、痛悔者のコンフレリーが再

建された例もあったが、いずれはコミューン行

政が死者の運搬、埋葬サービスを提供せざるを

得なくなるだろう’
B

おわりに

　最後に、プロヴァンス以外の地方についても

一瞥しておく。アギュロンの研究が発表されて
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以後、他地方のコンフレリーの歴史も徐々に解

明されてきた（21）。なかでもノルマンディー地方

で「シヤリテ（慈善）confr6rie　de　charit6」〔主に

ウール県〕、「シャリタブル（同）confr6ries　chari－

tables」〔主にパードーカレ県〕と呼ばれたコンフ

レリーは、痛権者のコンフレリーと対比して論

じられることが多い。両者とも、葬儀、とくに

葬礼行列を活動の中心とすることで土地の習俗

レリーの数が多く、その慈善事業も活発だった

といってよいであろう（23）。

　また、本稿では関説したにすぎないが、アギ

ュロン『革命前のプロヴァンスにおける痛権者

とフリーメーソン』の後半部分では、旧体制末

期に痛権者のコンフレリーから貴族やブルジョ

ワの姿が消えていき、手工業者や農民が上席

に就くようになったこと、そしてエリートの
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図2ウール県ラ・ボンヌヴィルのシャリテの葬礼保証書

出典：Martine　Segalen，乙esCoψ6riθsぬnsZα1『mnoθoon1θ”1ρo〆oina

として根づいていた点が共通している。他方、

ペスト治癒の聖セバスチァンら守護聖人の崇敬

に重きが置かれたこと、コンフレリーのシンポ
　　　　　　　　　　　　　　　　　シヤブロン
ルの大きな幟、刺繍で飾られた幅広の頸垂帯と
バ　レ　ッ　ト

縁なし帽といった行列の出で立ち〔図2を参

照〕、会則によって人数が十名余りに限定され

た集団だったこと等の相違点も指摘されている
（22）

Bしかしいずれにせよ、両者はそれぞれの地

方の篤い信仰心を反映していたことはたしかで
ある。

　旧体制期フランスにおけるカトリック信仰の

あり方、信仰心の度合が地方によって異なって

いたことは、さまざまな観点から明らかになっ

ている。コンフレリーが信心と慈善という宗教

的な目的を追求する団体であったかぎり、カト
　　　　　　　　　　　　ボン　　ペイ
ック信仰のよく根づいた「善き地方」でコンフ

新しい社交の場としてフリーメーソンが広ま

りつつあったことが論証されている（24）。アギ

ュロンら一連のコンフレリー研究には、アソシ

アシオンの世俗化、あるいは非宗教的アソシア

シオンの発展の歴史から、フランス社会の脱キ

リスト教化と近代市民社会の成立過程を跡づけ

ようとする問題関心があることも忘れてはなら

ない。しかし、本稿にとってそれは、もうひと

つの歴史ということになる。

註

（1）フランス中南部オートーロワール県の県庁

所在地。

（2）復活祭直前の聖週間の木曜日。最後の晩餐

を記念し、夕刻に聖体を安置する教会まで行列

をおこなった。
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